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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 
 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.1.500、2.080、2.120）・・・P1 「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P7 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.1.500、2.080、2.120） 

・平成 23年国土交通省告示第432号による大梁の定着の検討※に対応しました。 

L 形、ト形接合部の水平投影定着長さを確認します。定着の検討式は、次のとおりです。 
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 l  ：鉄筋の柱に定着される部分の投影長さ(mm) 

   ：1.57 

F  ：コンクリートの設計基準強度(N/mm2) 

  ：鉄筋の短期許容応力度(N/mm2) 

d  ：柱に取り付ける梁の鉄筋の呼び径(mm) 

 

・RC規準（2010年版）による大梁の定着の検討※に対応しました。 

L 形接合部における定着の検討式は、次のとおりです。 
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 l  ：鉄筋の柱に定着される部分の水平投影長さ(mm) 

   ：1.0 

S  ：必要定着長さの修正係数（標準フック＝0.7、直線定着＝1.25） 

t  ：鉄筋の短期許容応力度(N/mm2) 

bd  ：呼び名に用いた数値(mm) 

bf  ：付着割裂の基準となる強度(N/mm2) 

 

※ 「BUILD.一貫Ⅴ・2015 年版 技術基準オプション」の計算機能となりますので、計算実行画面で「2015 年版 技術基準」を選択する必要があ

ります。 

2017 年 10 月

号 
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・平成 23年国土交通省告示第432号による大梁の定着の検討の例題 

例題を用いて、平成 23 年国土交通省告示第 432 号による大梁の定着の検討結果を検証してみます。 

 

L 形接合部 

 

 

 

梁 

柱 

水平投影定着長さ 

 

鉛直投影定着長さ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート設計基準強度は Fc27、大梁主筋径は D29（SD390）より、 

必要定着長さ Lab ＝（κ×σ×d）÷（F/4+9） 

            ＝（1.57×390［N/mm2］×29[mm]）÷（27［N/mm2］/4+9） 

            ＝（17756.7[N/mm]）÷（15.75［N/mm2］） 

            ＝1127.4［mm］ 

となります。 

 

L 形接合部の上端筋の鉛直投影定着長さ La は自動計算して、La＝40×d＝40×29[mm]＝1160[mm] となります。 

柱サイズ D は 900[mm]より、下端筋の投影定着長さ La＝α×D＝0.75×900[mm]＝675[mm] となります。 

 

 

なお、L 形・ト形接合部の主筋定着部の水平投影長さは、許容応力度計算データの［DES9］（断面検定補足条件）の 6 項目で当該物件

の RC 造大梁に対してαを指定できます。 

また、鉄筋の投影定着長さを部位ごとに入力する場合は、許容応力度計算データの［SDG1］（大梁の鉄筋の投影定着長さ直接指定）で指

定することができます。 
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・RC規準（2010年版）による大梁の定着の検討の例題 

例題を用いて、RC 規準（2010 年版）による大梁の定着の検討結果を検証してみます。物件は、前ページの平成 23 年国土交通省告示第

432 号による大梁の定着の検討の例題と同じものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート設計基準強度は Fc27、大梁主筋径は D29（SD390）より、 

許容付着応力度 fb =Fc/40+0.9 

 =27［N/mm2］/40+0.9 

 =1.575［N/mm2］ 

必要定着長さ Lab ＝α×（S×σt×db）÷（10×fb） 

 ＝1.0×（1.25×390［N/mm2］×29[mm]）÷（10×1.575［N/mm2］） 

 ＝（14137.5[N/mm]）÷（15.75［N/mm2］） 

 ＝897［mm］ 

 

L 形接合部の上端筋の鉛直投影定着長さ La は自動計算して、La＝40×d＝40×29[mm]＝1160[mm] となります。 

柱サイズ D は 900[mm]より、下端筋の投影定着長さ La＝α×D＝0.75×900[mm]＝675[mm] となります。 

 

 

例題の結果をまとめると下表のとおりです。平成 23 年国交省告示 432 号の検討では、下端筋の検討が厳しくなっていることが分かります。 

 平成 23 年 

国土交通省告示 432 号 

RC 規準（2010 年版） 

17 条 

上端筋 
必要定着長さ 1127 [mm] 897 [mm] 

鉛直投影定着長さ 1160 [mm] 1160 [mm] 

下端筋 
必要定着長さ 1127 [mm] 502 [mm] 

水平投影定着長さ 675 [mm] 675 [mm] 
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・RC規準（2010年版）では、場所打ち杭のある L形接合部の基礎梁内水平投影長さを使用して検討できます。 

杭基礎が存在する最下階の L 形接合部について、水平投影定着長さは柱サイズを超えて基礎梁内の定着長を有効にできます。 

2017 年 4 月にリリースした「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.080）から、許容応力度計算データの［SDG1］（大梁の鉄筋の投影定着長さ直接

指定）で基礎梁内の定着長を指定すると、指定した値を使用して計算します。 

  

 

 

 

基礎梁 

柱 
柱 

基礎梁内 

水平投影定着長さ 
 

 

 

  



今月のイチオシ（2017 年 10 月号）  

 

 

5 / 7 

・投影定着長さの入力方法は３種類あります。 

投影定着長さの入力方法は、次の３種類があります。 

 
１．L 形・ト形接合部の主筋定着部の水平投影長さを、許容応力度計算データの［DES9］（断面検定補足条件）の 6 項目で柱せい

に対する比で指定する（0.75Dc 等の 0.75 を指定）。この指定は建物全体に有効になります。 

２．建物データの［GMD2］（RC 大梁部材）で、符号ごとに定着長を直接入力する（65cm であれば 65 を指定）。 

３．許容応力度計算データの［SDG1］（大梁の鉄筋の投影定着長さ直接指定）で、鉄筋の投影定着長さを部位ごとに指定する。この

時、以下の（ア）～（ウ）の指定が可能です。 

(ア) 水平投影長さ 

① 柱サイズに対する比で入力する（0.75Dc 等の 0.75 を指定） 

② 投影定着長さを直接入力する（653mm であれば 653 を指定） 

(イ) 鉛直投影長さ 

① 投影定着長さを直接入力する（653mm であれば 653 を指定） 

(ウ) 場所打ち杭のある L 形接合部の基礎梁内水平投影長さ 

① 投影定着長さを直接入力する方法（653mm であれば 653 を指定） 

 
同時に入力を行った場合の優先順位は、次のとおりです。 

１番：許容応力度計算データの［SDG1］（大梁の鉄筋の投影定着長さ直接指定）（上記の 3.） 

２番：建物データの［GMD2］（RC 大梁部材）（上記の 2.） 

３番：許容応力度計算データの［DES9］（断面検定補足条件）の 6 項目（上記の 1.） 

 
許容応力度計算データの［SDG1］（大梁の鉄筋の投影定着長さ直接指定）で、上記３.（ア）②の方法で水平投影定着長さを直接入力

した場合に、取り付く柱の柱せいを超えてしまう場合があります。このような場合は、水平投影定着長さを取り付く柱の柱せいとして計算します。 

 

また、「技術基準」に準じた RC 造柱梁接合部の検討では、せん断強度 Vju を算出する際に、水平投影定着長さ Dj を用います。入力した水平

投影定着長さは、接合部の検討時の水平投影定着長さ Dj にも反映されます。 

 

  

水平投影定着長さ 

定着の検討 柱梁接合部の検討 

水平投影定着長さは、 

定着の検討と柱梁接合部の検討の 

両方で使用します。 
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・定着の検討がNGの場合は計算書外メッセージに表示されます。 

2017 年 7 月にリリースした「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.120）から、計算実行画面の「計算書外メッセージ」にチェックをつけると下図のように計算

書外メッセージを表示します。 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

Ｑ．適合性判定機関より、計算ル－ト３の物件に関して、破壊モード判定後のヒンジ図を添付してくださいと指摘されました。出力項目設定には、

該当するものが見当たりません。どのように対処すればよいでしょうか？ 

A．最終的な破壊モード（曲げ破壊判定なのかせん断破壊判定なのか）が判断できる出力を求めているのではないかと考えられます。 

「架構の崩壊形」という出力項目で、破壊モードが「曲げ破壊」「曲げ破壊想定」「せん断破壊」「せん断破壊想定」なのかが判別できるので、この

「架構の崩壊形」を提示して下さい。 

なお、Ds 算定用の荷重増分解析の終了時点で曲げ破壊もせん断破壊もしていない部位について、余耐力法により曲げ破壊を予想した場合を

「曲げ破壊想定」、せん断破壊を予想した場合を「せん断破壊想定」としています。 

「せん断破壊」は、Ds 算定用の荷重増分解析の終了時点でせん断破壊しているか、せん断保証設計を満足していない場合が該当します。余耐

力法を使わない場合は破壊モードの予想はしないので、「せん断破壊」でない時は、一律「曲げ破壊」の表示になります。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 88 件以上、通常の Q&A を 3065 件以上掲載していますの

で、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

